
  

 

 

 

1 はじめに 

私は、学校生活の中で、学校からの連絡がわかりづらいな

どの不便な点を感じていた。そこで不便な点を解決するよう

なアプリケーションを開発しようと考えた。その中でアプリ

ケーションにおいて、UI は非常に重要であることがわかった。

その UI の実装方法には宣言的 UI と命令的 UI の 2 つがあり、

どちらの手法が開発に適しているか調べることが本研究の目

的である。 

本資料ではそれらの比較や優位性、考察についてまとめる。 

2 使用したツール 

① Android Studio 

② Kotlin 

③ Jetpack Compose 

3 比較 

本研究では、同一機能を持つ単純なアプリケーションを、

それぞれ命令的 UI と宣言的 UI で実装し、そのときに必要に

なったコードの量や、可読性などを比較する。 

なお、命令的 UI では UI の記述のために XML ファイルが必

要になるので、そちらも合わせて上記の比較を行っていく。 

3.1 Hello World 

命令的 UI 

宣言的 UI 

結果 

命令的 UI の方は Kotlin から XML ファイルを呼び出して

いるだけなので、大きく書き方が異なってるが可読性には

そこまで差はない。 

3.2 カウントアプリ 

命令的 UI 

宣言的 UI 

結果 

スペースの都合上、宣言的 UI のコードを分割して表示

する。少し応用的な内容になると、ソースコードの書き

方が全く異なるものになる。宣言的 UI ではロジック部分

が UI 部分の中に書くことができるため、どのボタンがど

の役割をしているのかをソースコードを見るだけでわか

るようになっている。 

4 考察 

小さなプログラムだとそこまで差はないが、大きなものに

なっていくにつれて、宣言的 UI で実装されたコードのほうが

読みやすくなっていってるように感じた。やはり一つの言語

やファイルで UI とロジックの双方の実装ができるのが大きい

メリットだと考えられる。また、一つのソースファイルで管

理できるという点から、保守性も向上するという利点もある。 

しかし、宣言的 UI にも問題点は少なからずある。例えば、

この手法自体、比較的新しいものなので情報が少なかったり、

何も考えずに書いていくとネストが深くなってしまったりす

る問題がある。前者の問題は時間が経てば改善していくので、

あとはこの書き方や考え方にいかにプログラマが慣れていく

必要がある。保守性の向上が騒がれる現在で、この概念は今

後ますます重要になっていくだろう。 

5 まとめ 

本研究を通して、UI の実装方法について知ることができた。

宣言的 UI は宣言的プログラミングから着想を得ているようで、

正しく書くことができれば非常に読みやすいコードを書ける。

実際、ネストを浅くするように適宜関数化すると、どこにど

のボタンがあるのかが分かりやすかった。また、Kotlin には

引数の順序を変更できたり、ラムダ式の引数を関数の括弧の

外に書くことができたりする機能がある。そういった機能の

おかげで、コーディング中のストレスがかなり低く、コード

もそれらの機能のおかげで非常に読みやすかった。さらに今

回使用した IDE には、Java と Kotlin のソースコードを相互に

変換する機能が備わっており、古いライブラリを使う際に大

いに役立った。 

ネストを深くしないようなか書き方さえできれば、宣言的

UI は非常に読みやすいコードになるので、勉強や実践がより

大事になってくると思われる。ただし、命令的 UI のコードを

宣言的 UI に置き換えるようなツールは今のところないので、

古くからあるサービスは命令的 UI、今後できるサービスは宣

言的 UI という住み分けになっていくと予想される。 
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